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健康セミナー

味覚感受性とは？

地域 と 職域 をつなぐ

いき 新聞
バックナンバーは

野田保健所ホームページへ

大切な人を

守ろう
いき

～あなたの食塩味覚感受性を調べてみよう～

簡単に言うと「味を感じる鋭さ」のことです。食事のときに、甘い･しょっぱい･苦い等、
その食べ物の味を感じ、脳が「美味しい」と認識しますが、味のはっきりしたものばかりを
食べていると味覚感受性が低下し、味のはっきりしたものでないと「美味しい」と感じなく
なってしまいます。これにより、摂取カロリーや塩分、糖分等のとりすぎとなり、生活習慣
病を発症するリスクとなってしまいます。

自分の「食塩味覚感受性」を確かめる実験をしました

野田地域の事業所の従業員を対象
に、「ソルセイブ」というろ紙（一
定量の食塩をしみ込ませ、乾燥させ
たもの）を使用した実験を行いまし
た。この実験では、塩分濃度の低い
ろ紙から順番に舌にのせ、どの時点
で塩味を感じたかにより比較確認し
ます。

参加者の皆様で一斉に実験を行い、
塩味を感じたろ紙の番号を記入して
もらいました。結果は、93%が塩分
濃度0.6%の段階で「塩味を感じる」
と回答し、低濃度の塩分も感じるこ
とができていました。残りの7%は塩
分濃度1.0%で塩味を感じており、濃
い味に慣れすぎている方はいません
でした。

実験方法

結果

今日からできる「減塩」を積み重ねていきましょう！

県内でみた野田地域の健康課題として、「胃がんによる死亡率が高い※1」及び「特定健診
で高血圧と判定された方の割合が高い※2」ことが明らかになっています。しかし、減塩は
「胃がんにかかる危険性の軽減」及び「高血圧の予防･改善」に効果があると言われています。

減塩の最終的な目標は、「健康で長生きすること」で
す。この「健康で長生き」を実現するために、今日から
「これならできる！」ということを一つずつ積み重ねて
いきましょう。

※1「千葉県健康格差分析事業報告書(H28)」

※2「令和3年度特定健診･特定保健指導データ集計結果」より

野田健康づくり協議会（事務局：千葉県野田保健所）
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